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去
る
五
月
十
二
日
定
期
総
会
が

無
事
終
り
、
平
成
三
十
年
度
の
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。ま
た
、

会
館
指
定
管
理
者
と
し
て
、
行
政

と
契
約
を
行
い
ま
し
た
。

　

西
砂
会
館
は
平
成
七
年
に
創
設

し
、
本
年
設
立
二
十
四
年
を
迎
え

ま
し
た
。
会
館
運
営
の
大
き
な
課

題
は
利
用
者
数
の
拡
大
で
あ
り
ま

す
が
、
平
成
二
十
九
年
度
の
利
用

者
数
は
前
年
比
11.2
％
増
の
一
万
五

千
人
を
越
え
、
昨
年
度
末
で
累
計

利
用
者
数
が
約
三
十
二
万
人
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
の
皆

様
、
役
員
・
運
営
委
員
、
管
理
人

な
ら
び
に
行
政
の
皆
様
の
ご
協
力

が
あ
っ
て
の
こ
と
と
、
心
か
ら
感

謝
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
新
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運
営
委
員
を
迎
え
、「
安
全
・
安
心
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
会
館
運
営
を
行

い
、
利
用
者
数
の
拡
大
を
図
っ
て

ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
三
十
年
度
の
事
業

平成 30年度事業計画
月　日 事　 業　 名

5/６（日） 茶摘み・お茶作り＊

6/26（火） 管外研修会

7/22（日） 天王橋会館との交流会

8/５（日） ソーメン流し大会

９月 利用者懇談会・防災訓練

11月 手打ちうどん作り道場

1/６（日） まゆ玉飾り

1/20（日） 初笑い親子手打ちうどん作り大会＊

3/10（日） 西砂会館まつり

　注）

　・西砂会館だよりは 7 月、1 月に発行
　・涼みの場は 7 月～ 9 月に開設
　・運営委員会は開催事業ごとに適宜開催

　・＊印は文化会共催

は
別
掲
事
業
計
画
の
通
り
で
あ
り

ま
す
。
五
月
六
日
の
お
茶
摘
み
お

茶
作
り
に
始
ま
り
、
来
年
三
月
十

日
の
西
砂
会
館
ま
つ
り
ま
で
の
、

西
砂
川
地
区
の
伝
統
文
化
・
事
業

を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

会
館
運
営
な
ら
び
に
開
催
行
事

等
の
活
動
に
対
し
て
地
域
の
皆
様

方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
三
十
年
度
の
活
動
方
針

　
　
　
　
管
理
運
営
委
員
長
　
　
　
　
　
　

渡  

辺   

　
茂    
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　『
西
砂
会
館
ま
つ
り
』

　

去
る
三
月
十
一
日
（
日
）
に
毎
年
恒
例
の
西
砂
会
館
ま
つ
り
が
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
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昭
和
十
二
年
三
井
系
企
業
の
出

資
に
よ
り
昭
和
飛
行
機
工
業
株
式

会
社
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
設
立
趣
旨
に
基
き
工
場

用
地
と
し
て
西
砂
川
の
南
当
時
の

宮
沢
村
・
大
神
村
・
上
川
原
村
・

田
中
村
・
拝
島
村
に
跨
る
場
所
に
、

南
は
青
梅
線
・
北
は
砂
川
村
堺
ま

で
の
間
約
六
十
万

坪
も
の
広
大
な
土

地
を
買
収
取
得
し

ま
し
た
。

　

旧
地
主
に
は
宮

沢
村
（
鈴
木
）
大

神
村
（
志
茂
・
中

村
）
拝
島
村
（
和

田
・
秋
山
）
福
生

村
（
石
川
・
田
村
・

井
上
・
秋
山
・
村

野
）
な
ど
当
時
の
大
地
主
さ
ん
の

名
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

同
社
は
米
国
ダ
グ
ラ
ス
社
と
提

携
し
、
輸
送
機
の
製
造
ラ
イ
セ
ン

ス
を
取
得
し
て
生
産
を
開
始
す
べ

く
着
々
と
そ
の
準
備
を
進
め
、
取

得
用
地
に
は
事
務
所
や
工
場
の
建

設
、
工
場
近
辺
に
は
従
業
員
住
宅

を
新
設
し
、
ま
た
住
宅
営
団
か
ら

は
一
団
地
取
得
等
に
よ
り
中
神

村
・
宮
沢
村
・
拝
島
村
・
福
生
村

に
そ
れ
ぞ
れ
百
〜
二
百
戸
の
住
宅

を
取
得
し
て
行
き
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
西
砂
川
南
隣
地
に
当

る
拝
島
村
堀
向
（
現
・
ゆ
ら
の
里

以
北
）
に
は
社
宅
約
三
百
五
十
戸

が
造
ら
れ
会
社
は
こ
の
地
域
に
厚

生
施
設
と
し
て
売
店
・
銭
湯
を
併

設
し
、
民
間
業
者
の
八
百
屋
（
野

菜
・
味
噌
・
醤
油
・
酒
・
そ
の
他

を
扱
う
）
が
出
店
し
、
更
に
当
時

は
各
戸
訪
問
販
売
の
物
売
り
の

人
々
が
多
数
あ
り
、
食
料
を
含
む

日
用
品
の
需
要
に
は
充
分
対
応
出

来
て
い
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
地
域
堀
向（
現
美
堀
町
）

こ
そ
が
、
戦
後
大
繁
栄
し
た
の
も

束
の
間
「
基
地
に
消
え
た
町
」
な

の
で
す
。以
下
次
号
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

笠
井
信
吾　

記　

♢ 

管
外
研
修 

♢

　

去
る
六
月
二
十
六
日
（
火
）
に

西
砂
会
館
の
管
理
運
営
委
員
会
と

利
用
者
団
体
の
研
修
を
行
な
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
朝
か
ら
と
て
も
晴
れ
て

い
て
初
め
に
、
日
本
最
長
の
大
吊

橋
を
渡
り
、
目
の
前
に
富
士
山
を

の
ぞ
み
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
を
楽
し

み
ま
し
た
。

予
定
通
り
無
事
に
着
き
ま
し
た
。

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
、
お

疲
れ
様
で
し
た
。

「基地に消えた町」その1

三島スカイウォーク

世界遺産　韮山反射炉
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西
砂
会
館
利
用
案
内

「
開
館
時
間
」

　
午
前
九
時
〜
午
後
十
時

「
利
用
申
し
込
み
受
付
日
」

　
毎
月
一
日
と
月
・
水
・
金
の

　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

　（
正
午
〜
午
後
一
時
を
除
く
）

※
印
刷
機
も
有
料
に
て
利
用
で
き

　
ま
す
。（
使
用
受
付
時
間
内
）

「
休
館
日
」

　
第
二
火
曜
日
・
第
四
木
曜
日

「
お
問
い
合
わ
せ
」

　
TEL
ＦＡＸ
　
五
三
一
―
〇
〇
六
六

☆
会
館
内
は
禁
煙
で
す

◇
編
集
後
記
◇

　
曇
り
空
で
も
要
注
意

　

夏
は
海
や
山
に
出
か
け
る
人
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
自
家
用
車

で
出
か
け
る
方
は
車
内
に
日
焼
け

止
め
等
の
ス
プ
レ
ー
缶
を
置
き
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
夏

場
の
車
内
温
度
は
非
常
に
高
く
な

り
ス
プ
レ
ー
缶
が
爆
発
し
て
思
わ

ぬ
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
り

ま
す
。

  
お
茶
つ
み

　
　
訃
　
報

宮
﨑
光
一
さ
ん（
立
川
民
俗
の
会
）

　

西
砂
会
館
の
発
展
な
ら
び
に

西
砂
川
地
区
の
文
化
活
動
に
永

年
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に

対
し
、
深
く
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

　  

お 

知 

ら 

せ

コ
ピ
ー
機
の
老
朽
化
に
伴
い
、

新
し
く
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
機
を
導

入
し
ま
し
た
。
有
効
に
ご
利
用

下
さ
い
。

　

利
用
料
金

　
　

モ
ノ
ク
ロ　

：
5
円
╱
枚

　
　

カ
ラ
ー
Ａ
３
：
20
円
╱
枚

　
　

カ
ラ
ー
Ａ
４
：
10
円
╱
枚

	


